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日
髙
義
博
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
う
次
期
学
長
候
補
者

の
選
出
は
、
専
修
大
学
学
長

選
任
に
関
す
る
規
程
に
基
づ

き
、
神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
６
月
２５
日
に
第
１

回
投
票
が
行
わ
れ
た
（
投
票

・
開
票
結
果
は
後
記
の
通

り
）。矢

野
教
授
が
有
効
投
票
の

過
半
数
を
得
た
た
め
、
投
票

管
理
委
員
会
（
伊
藤
和
憲
委

員
長
）
は
、
学
長
選
任
に
関

す
る
規
程
第
３
条
第
１
項
第

１
号
お
よ
び
同
項
第
３
号
に

基
づ
き
、
６
月
２５
日
付
で
同

教
授
を
最
終
学
長
候
補
者
と

し
て
学
校
法
人
専
修
大
学
理

事
会
に
報
告
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
学
校
法

人
専
修
大
学
は
７
月
３
日
、

評
議
員
会
の
議
を
経
て
理
事

会
を
開
き
、
矢
野
教
授
を
次

期
学
長
に
選
任
し
た
。

矢
野
教
授
は
１
９
７
２
年

専
修
大
学
文
学
部
卒
業
、
８０

年
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
９２
年
専
修
大
学
文
学
部

助
教
授
、
９８
年
同
教
授
、
２

０
０
６
年
文
学
部
長
（
１０
年

ま
で
）
。
専
攻
は
日
本
古
代

史
、
日
本
文
化
史
。
文
学
修

士
。
６４
歳
。

※
矢
野
教
授
の
抱
負
、
プ
ロ

フ
ィ
ル
は
９
月
号
に
掲
載
。

◇
投
票
・
開
票
結
果

（
敬
称
略
）

投
票
総
数

５
１
７
票

有
効
投
票

５
０
３
票

無
効
投
票

１４
票

得
票
数

矢
野
建
一

４
０
０
票

加
藤
茂
夫

１
０
３
票

専
修
大
学
の
次
期
学
長
に
矢

野
建
一
文
学
部
教
授
が
選
任
さ

れ
、
７
月
４
日
付
で
告
示
、
発

表
さ
れ
た
。
就
任
は
９
月
１
日

付
で
任
期
は
３
年
。

専
修
大
学
法
学
部
（
坂
本

武
憲
学
部
長
）
は
、
中
国
の

南
開
大
学
法
学
院
（
左
海
聡

院
長
）
と
組
織
間
協
定
方
式

に
よ
る
国
際
交
流
協
定
を
結

ん
だ
。

調
印
式
は
７
月
２
日
、
天

津
市
の
南
開
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
本
学
法
学
部

か
ら
坂
本
学
部
長
、
小
野
寺

忍
教
授
、
小
川
浩
三
教
授
、

鈴
木
秀
光
准
教
授
ら
が
出
席

し
た
。
坂
本
法
学
部
長
と
左

院
長
が
協
定
書
を
交
わ
し

た
。今

後
▽
研
究
者
の
交
換
▽

資
料
調
査
研
究
▽
学
術
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
学

生
間
の
交
流
も
予
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
今
年
度
の
本
学

研
究
助
成
を
受
け
て
い
る
共

同
研
究
課
題
「
法
の
循
環
―

―
２１
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
法
発
展
の
構
造
分
析
と
課

題
探
索
」
（
代
表
者
・
広
渡

清
吾
教
授
）
を
基
礎
に
新
た

な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立

ち
上
げ
が
双
方
の
関
心
の
あ

る
教
員
に
よ
り
検
討
さ
れ
る

予
定
。

同
大
学
は
、
１
９
１
９
年

に
創
設
さ
れ
た
総
合
大
学
。

学
生
数
は
約
２
万
４
０
０

０
。
北
京
大
学
、清
華
大
学
、

復
旦
大
学
と
並
ぶ
中
国
有
名

４
大
学
の
ひ
と
つ
。
２１
世
紀

国
家
重
点
１９
大
学
に
も
選
ば

れ
て
い
る
。
卒
業
生
に
周
恩

来
元
首
相
が
い
る
。

法
学
系
は
８０
年
に
設
立
さ

れ
国
際
経
済
法
を
中
心
に
政

治
学
、
社
会
学
、
歴
史
学
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
多
様
な
領
域
に
わ
た
る

研
究
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

２
０
０
４
年
に
法
学
院
に
な

っ
て
か
ら
は
国
内
法
の
充
実

に
向
け
、
法
学
教
育
実
践
モ

デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。

公
開
講
座
―
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科
「
転
換
期
の
新
興
国
経
済
」
…
…
…
…
❷

就
職
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸
～
❺

４５
年
の
歴
史
に
幕

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
閉
学
式
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

「
学
生
の
ア
イ
デ
ア
で
人
に
や
さ
し
い
店
づ
く
り
を
」
商
・
渡
辺
ゼ
ミ
…
…
…
…
❼

育
友
会
支
部
懇
談
会
開
催
日
程
・
会
場
一
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❽

人
間
学
部
開
設
・
理
工
学
部
改
組
記
念
式
典
…
…
…
…
…
…
…
❿

専
修
大
学
と
川
崎
商
工
会

議
所
は
、
メ
コ
ン
地
域
５
カ

国
（
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
に
お
い
て
共
同
で

現
地
中
小
企
業
の
実
態
調
査

を
行
う
こ
と
で
合
意
し
、
６

月
１８
日
、
覚
書
を
交
わ
し

た
。本

学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
日
髙
義
博
学
長
・
理
事

長
と
同
会
議
所
の
山
田
長
満

会
頭
が
出
席
。
両
者
は
昨
年

５
月
に
産
学
連
携
を
推
進
す

る
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
し
て
お
り
、

日
髙
学
長
は
「
現
地
の
経
済

活
動
を
実
務
レ
ベ
ル
で
把
握

で
き
る
貴
重
な
機
会
。
川
崎

市
の
経
済
活
性
化
に
貢
献
す

る
成
果
を
期
待
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

本
調
印
に
よ
り
、
本
学
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

に
新
た
な
研
究
拠
点
「
国
際

経
営
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
発

足
し
、
同
セ
ン
タ
ー
員
で
あ

る
商
学
部
の
小
林
守
准
教
授

を
代
表
に
教
授
・
准
教
授
３

人
と
同
会
議
所
の
役
員
ら
４

人
の
計
７
人
が
調
査
・
研
究

に
あ
た
る
。
事
業
期
間
は
２

年
。メ

コ
ン
地
域
各
国
は
経
済

成
長
が
め
ざ
ま
し
く
、
市
場

と
し
て
も
有
望
な
こ
と
か

ら
、
生
産
拠
点
の
進
出
先
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
貿
易
拡

大
に
も
つ
な
が
る
情
報
提
供

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
の
第
２６
回
サ

マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
６
月
２２

日
、
川
崎
市
「
多
摩
市
民
館

大
ホ
ー
ル
」
で
、
指
揮
者
に

西
村
友
氏
を
迎
え
開
催
さ
れ

た
∥
写
真


。
梅
雨
空
を

吹
き
飛
ば
す
勢
い
を
感
じ
さ

せ
る
演
奏
会
と
な
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ボ
ロ
デ
ィ

ン
「
イ
ー
ゴ
リ
公
」
序
曲
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
組
曲

「
く
る
み
割
り
人
形
」
と
続

き
、
最
後
は
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
ア
マ
、
プ
ロ
問
わ
ず
演
奏

機
会
の
少
な
い
グ
リ
エ
ー
ル

の
「
交
響
曲
第
１
番
」
。
聴

衆
７
４
３
人
の
ア
ン
コ
ー
ル

の
拍
手
に
応
え
、
作
曲
家
で

も
あ
る
西
村
氏
が
東
日
本
大

震
災
へ
の
思
い
を
込
め
た

「
ｐ
ｒ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
」
と
エ
ル

ガ
ー
行
進
曲
「
威
風
堂
々
」

第
１
番
で
締
め
く
く
っ
た
。

◇

７
日
午
後
に
は
、
専
フ
ィ

ル
「
初
夏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
か
れ
た
∥

写
真


。

弦
楽
、
木
管
、
金
管
の
小

編
成
４
グ
ル
ー
プ
が
登
場
。

演
奏
曲
目
は
▽
「
ル
パ
ン
三

世
の
テ
ー
マ
」
▽
行
進
曲「
ワ

シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」
▽
「
ジ

ブ
リ
・
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
▽「
ア

イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト

ム
ジ
ー
ク
第
３
楽
章
」
。
昼

食
を
取
る
学
生
た
ち
は
温
か

い
音
色
に
聴
き
入
っ
た
。

生
田
で
避
難
訓
練

６
月
２８
日
、
震
度
６
以
上

の
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実

施
さ
れ
た
∥
写
真
。

２
０
１
１
年
１２
月
以
来
、

２
回
目
の
実
施
と
な
る
今
回

は
、
９
号
館
の
ゼ
ミ
室
な

ど
、
小
教
室
を
対
象
と
し
た

訓
練
で
、
教
員
・
学
生
ら
約

２
１
０
人
が
参
加
。「
訓
練
、

訓
練
。
緊
急
地
震
速
報
で

す
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

る
と
、
学
生
た
ち
は
机
の
下

で
落
下
物
を
避
け
、
教
職
員

の
指
示
に
従
い
、
９
号
館
前

駐
車
場
に
避
難
し
た
。

T
w
i
t
t
e
r

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
は
、
２
０
１
３
年
６
月
１
日
よ
り
、T

w
i
t
t
e
r

上
で

の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト@

s
e
n
s
h
u
_
u
n
i
v

を
開
設
し
、
専
修
大
学
か
ら
の
公
式
な
情
報
発
信
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
のT

w
i
t
t
e
r

ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
当
面
、
専
修
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（h

t
t

p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
n
s
h
u- u

.
a
c
.
j
p

）
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
を
配
信
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
専
修
大
学
へ
の
ご
質
問
や
ご
意
見
等
に
はT

w
i
t
t
e
r

上
で
は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

石
巻
専
修
大
学

メ
コ
ン
地
域
５
カ
国
で

中
小
企
業
の
実
態
調
査

♯♯♯♯♯ 専フィル ♭♭♭♭♭

９月に就任

次期学長に矢野建一教授

▲ 調印式で握手する日髙学長・理事長（右）と

山田会頭

川
崎
商
工
会
議
所
と
共
同
で

第
２６
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

＆
昼
休
み
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

▲ 坂本学部長（左）と南開大学法学院の左院長

中
国
南
開
大
学
法
学
院
と

本
学
法
学
部
が
交
流
協
定

新
た
な
共
同
研
究
を
進
め
る

次期学長に決まった矢野教授 ���������
�
�
�
�
�
�
�

�

�������� �
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